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とは機構が異なるものの、ビシクロ［3.3.0］オクタン誘導体やビシクロ［4.3.0］ノナン誘導体が効率良く得られるこ
とを見出した。 
 また申請者は、アレンとスルファミドの間に四原子テザーを有する先と同様のブロモアレンを用いて Pd(0) 触媒存
在下における閉環反応の検討を行った結果、恐らくη3-アリルパラジウム中間体を経由したタンデム環化反応が効率
良く進行し、七員環を含むビシクロ［5.3.0］デカン誘導体が主生成物として得られることを見出した。すなわち、Pd(0) 
触媒の有無によって閉環様式が劇的に変化することによって、ビシクロ［4.3.0］ノナン誘導体とビシクロ［5.3.0］デ
カン誘導体の２種類を選択的に作り分けられることが示された。 
 以上のように申請者は、ブロモアレンのタンデム環化反応はさまざまな多環式スルファミドの合成に適用可能であ
り、パラジウム触媒存在下では通常環形成が困難な七あるいは八員環を含む多環式スルファミド類が一挙に構築でき
ることを明らかにした。 
 以上の成果は、博士（薬学）学位論文としてふさわしい内容であると認める。 
